
(57)【要約】

【課題】　耐久性、メンテナンス性及び捻転精度の向上

を図る。

【解決手段】　ホルダー固定部７を設けてあるガイドボ

ックス１と、ガイドボックスのホルダー固定部の挿入孔

７ａに挿入部２ａが回転可能に挿入保持されているロー

ラーホルダー２と、対のツイストローラー３と、ローラ

ーホルダーの回転角を調整可能である捻転角調整機構５

とを備え、ホルダー固定部７は上固定部８ａと下固定部

とに二分されていると共に上下の固定部間が第１の連結

部及び第２の連結部８ａ２，８ｂ２と第１の連結ボルト

及び第２の連結ボルト１１によって連結されており、上

記挿入孔が上固定部の動作を通じて開放可能である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ホ ル ダ ー 固 定 部 を 設 け て あ る ガ イ ド ボ ッ ク ス と 、 こ の ガ イ ド ボ ッ ク ス に 取 り 付 け て あ る
ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー と 、 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー と 、 上 記 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 回 転 角 を 調 整 可
能 で あ る 捻 転 角 調 整 機 構 と を 備 え て お り 、
　 上 記 ホ ル ダ ー 固 定 部 は 挿 入 孔 を 有 し て お り 、 上 固 定 部 と 下 固 定 部 と に 二 分 さ れ て い る と
共 に 上 記 上 固 定 部 と 下 固 定 部 と が 結 合 手 段 に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 上 記 挿 入 孔 が 上 固 定
部 の 動 作 を 通 じ て 開 放 可 能 で あ り 、
　 上 記 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー は 挿 入 部 を 設 け て あ り 、
　 上 記 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー は 上 記 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー に 偏 心 軸 を 回 転 中 心 と し て 設 け て あ
り 、
　 上 記 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 挿 入 部 は 上 記 ホ ル ダ ー 固 定 部 の 挿 入 孔 に 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ て
い る
　 こ と を 特 徴 と す る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 結 合 手 段 は 、 上 固 定 部 及 び 下 固 定 部 の 一 側 部 に そ れ ぞ れ 設 け て あ る 第 １ の 連 結 部 及 び 両
第 １ の 連 結 部 間 を 結 合 す る 第 １ の 連 結 ボ ル ト と 、 他 側 部 に そ れ ぞ れ 設 け て あ る 第 ２ の 連 結
部 及 び 両 第 ２ の 連 結 部 間 を 結 合 す る 第 ２ の 連 結 ボ ル ト と か ら な り 、 上 記 第 ２ の 連 結 部 間 は
隙 間 が 開 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ホ ル ダ ー 固 定 部 の 挿 入 孔 に は そ の 開 口 縁 に 開 口 端 に 向 け て 上 が り 勾 配 の 勾 配 部 を 設 け て
あ り 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 挿 入 部 の 端 部 に は 上 記 勾 配 部 に 当 接 可 能 な 勾 配 部 を 設 け て あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 捻 転 角 調 整 機 構 は 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 挿 入 部 の 外 側 に 設 け て あ る 調 整 板 と 、 こ の 調 整
板 の 上 部 に 形 成 し て あ る ギ ヤ と 、 上 記 ホ ル ダ ー 固 定 部 に 設 け て あ っ て 上 記 ギ ヤ に 噛 み 合 っ
て い る ツ イ ス ト ピ ニ オ ン と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に
記 載 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー の 面 間 を 調 整 す る た め の 面 間 調 整 機 構 を ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー に 取 り
付 け て あ り 、 上 記 面 間 調 整 機 構 が 偏 心 軸 と 、 こ の 偏 心 軸 と 一 体 に 設 け て あ る 支 持 軸 と 、 こ
の 支 持 軸 と 一 体 に 設 け て あ る ギ ヤ と 、 こ の ギ ヤ に 噛 み 合 っ て い る セ ン タ ー ピ ニ オ ン と を 備
え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ
イ ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 圧 延 ロ ー ル か ら 排 出 さ れ る 圧 延 材 を 捻 転 し な が ら 誘 導 案 内 す る ツ イ ス ト ロ
ー ラ ー ガ イ ド に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 例 と し て 、 例 え ば 特 開 昭 ６ １ － ７ ４ ７ ２ ０ 号 公 報 に 記 載 の 多 段 式 鋼 片 捻 転 ロ ー ラ 装
置 が 提 案 さ れ て い る 。
　 当 該 多 段 式 鋼 片 捻 転 ロ ー ラ 装 置 は ガ イ ド ボ ッ ク ス を 備 え 、 こ の ガ イ ド ボ ッ ク ス に は パ ス
ラ イ ン の 位 置 を 被 圧 延 材 の 送 入 ラ イ ン と 一 致 さ せ る よ う に 固 定 す る ガ イ ド ス リ ー ブ と ロ ー
ラ ー ホ ル ダ ー が 取 り 付 け ら れ て お り 、 捻 転 ロ ー ラ は 被 圧 延 材 の 捻 転 を も っ ぱ ら 行 い 、 捻 転
ロ ー ラ に は パ ス ラ イ ン を 上 下 方 向 に 調 整 で き る よ う に 、 上 下 方 向 調 整 装 置 と 捻 転 角 を 調 整
で き る よ う に 捻 転 角 調 整 装 置 を 取 り 付 け て あ る 。 捻 転 角 調 整 用 と し て 、 円 形 プ レ ー ト に 歯
溝 が 設 け ら れ て い る 。 捻 転 角 の 調 整 は 、 捻 転 角 調 整 装 置 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 捻 転 ロ
ー ラ が 回 る よ う に な っ て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ７ ４ ７ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 例 で は 、 多 段 式 鋼 片 捻 転 ロ ー ラ 装 置 に 関 し て 具 体 的 な 構 造 の 説 明 は 省 略 さ れ て い る
が 、 本 出 願 人 が 把 握 で き る 範 囲 で 、 当 該 多 段 式 鋼 片 捻 転 ロ ー ラ 装 置 の 実 施 製 品 に つ い て 説
明 す る と 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 端 部 に ね じ を 切 っ て あ り 、 こ の ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー は ガ イ ド
ボ ッ ク ス に 上 記 ね じ と ホ ル ダ ー ナ ッ ト を 介 し て 回 転 自 在 に 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の た め に
、 ガ イ ド ボ ッ ク ス に 対 す る ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 回 転 接 触 部 に ク リ ア ラ ン ス が 生 じ 、 磨 耗 が
激 し い た め に 、 定 期 的 な 補 修 を 余 儀 な く さ れ る こ と が 推 察 さ れ 、 メ ン テ ナ ン ス に 課 題 が あ
る 。 ま た ガ イ ド ボ ッ ク ス へ の ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 挿 入 部 は ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー と 一 体 で あ る
た め に 、 挿 入 部 の 外 側 に 異 物 （ ス ケ ー ル な ど ） が 混 入 し た り 、 そ の 錆 付 き や 腐 蝕 に よ っ て
ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 取 り 外 し が 難 し か っ た り 、 回 転 不 良 が 発 生 し 、 捻 転 角 調 整 が で き な い
場 合 が あ る こ と が 予 測 さ れ 、 耐 久 性 や 捻 転 精 度 に 課 題 が あ る 。
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 耐 久 性 、 メ ン テ ナ ン ス 性 及 び 捻 転 精 度 の 向 上 を 図 る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 の 第 １ の 特 徴 は 、 ホ ル ダ ー 固 定 部 を 設 け て あ る ガ イ ド ボ ッ ク ス と 、 こ の ガ イ ド
ボ ッ ク ス に 取 り 付 け て あ る ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー と 、 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー と 、 上 記 ロ ー ラ ー
ホ ル ダ ー の 回 転 角 を 調 整 可 能 で あ る 捻 転 角 調 整 機 構 と を 備 え て い る こ と に あ る 。 上 記 ホ ル
ダ ー 固 定 部 は 挿 入 孔 を 有 し て お り 、 上 固 定 部 と 下 固 定 部 と に 二 分 さ れ て い る と 共 に 上 記 上
固 定 部 と 下 固 定 部 と が 結 合 手 段 に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 上 記 挿 入 孔 が 上 固 定 部 の 動 作 を
通 じ て 開 放 可 能 で あ り 、 上 記 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー は 挿 入 部 を 設 け て あ り 、 上 記 対 の ツ イ ス ト
ロ ー ラ ー は 上 記 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー に 偏 心 軸 を 回 転 中 心 と し て 設 け て あ り 、 上 記 ロ ー ラ ー ホ
ル ダ ー の 挿 入 部 は 上 記 ホ ル ダ ー 固 定 部 の 挿 入 孔 に 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ て い る 。
　 こ の 発 明 の 第 ２ の 特 徴 は 、 第 １ の 特 徴 を 前 提 と し 、 結 合 手 段 が 、 上 固 定 部 及 び 下 固 定 部
の 一 側 部 に そ れ ぞ れ 設 け て あ る 第 １ の 連 結 部 及 び 両 第 １ の 連 結 部 間 を 結 合 す る 第 １ の 連 結
ボ ル ト と 、 他 側 部 に そ れ ぞ れ 設 け て あ る 第 ２ の 連 結 部 及 び 両 第 ２ の 連 結 部 間 を 結 合 す る 第
２ の 連 結 ボ ル ト と か ら な り 、 上 記 第 ２ の 連 結 部 間 は 隙 間 が 開 け ら れ て い る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 第 ３ の 特 徴 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 特 徴 を 前 提 と し 、 ホ ル ダ ー 固 定 部 の 挿 入 孔 に
は そ の 開 口 縁 に 開 口 端 に 向 け て 上 が り 勾 配 の 勾 配 部 を 設 け て あ り 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 挿
入 部 の 端 部 に は 上 記 勾 配 部 に 当 接 可 能 な 勾 配 部 を 設 け て あ る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 第 ４ の 特 徴 は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の い ず れ か の 特 徴 を 前 提 と し 、 捻 転 角 調 整 機 構
が 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 挿 入 部 の 外 側 に 設 け て あ る 調 整 板 と 、 こ の 調 整 板 の 上 部 に 形 成 し
て あ る ギ ヤ と 、 上 記 ホ ル ダ ー 固 定 部 に 設 け て あ っ て 上 記 ギ ヤ に 噛 み 合 っ て い る ツ イ ス ト ピ
ニ オ ン と か ら な る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 第 ５ の 特 徴 は 、 第 １ 乃 至 第 ４ の い ず れ か の 特 徴 を 前 提 と し 、 対 の ツ イ ス ト ロ
ー ラ ー の 面 間 を 調 整 す る た め の 面 間 調 整 機 構 を ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー に 取 り 付 け て あ り 、 上 記
面 間 調 整 機 構 が 偏 心 軸 と 、 こ の 偏 心 軸 と 一 体 に 設 け て あ る 支 持 軸 と 、 こ の 支 持 軸 と 一 体 に
設 け て あ る ギ ヤ と 、 こ の ギ ヤ に 噛 み 合 っ て い る セ ン タ ー ピ ニ オ ン と を 備 え て い る こ と に あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 上 固 定 部 と 下 固 定 部 と に 分 割 し て い る ホ ル ダ ー 固 定 部 に よ っ て ロ ー
ラ ー ホ ル ダ ー の 挿 入 部 を 保 持 す る の で 、 異 物 の 混 入 や 錆 付 き に 伴 う ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 取
り 外 し が 容 易 で な い な ど の 従 来 の 課 題 を 解 決 す る こ と が で き 、 耐 久 性 、 メ ン テ ナ ン ス 性 及
び 捻 転 角 度 の 精 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ に 示 す ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド は 、 ガ イ ド ボ ッ ク ス １ 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ 、 対 の
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ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ 、 面 間 調 整 機 構 ４ 及 び 捻 転 角 調 整 機 構 ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド に お け る ガ イ ド ボ ッ ク ス １ は 、 ガ イ
ド ベ ー ス ６ 上 に 固 定 さ れ て い る 。 ガ イ ド ボ ッ ク ス １ の 両 側 （ 図 １ 左 右 両 側 ） に は 、 間 隔 を
置 い て ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ と ガ イ ド 受 け 部 ９ と を 対 向 し て 設 け て あ る 。
　 ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ は 、 図 １ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に そ の 中 央 部 に 図 ４ の 紙 面 に 垂 直 方 向 に
挿 入 孔 ７ ａ を 貫 通 し て あ る 。 ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 挿 入 孔 ７ ａ の 軸 心 方 向 の 両 側 の 開 口 縁 部
の 全 周 に こ の 開 口 端 に 向 け て 上 が り 勾 配 の 勾 配 部 ７ ｂ １ ， ７ ｂ ２ を 形 成 し て あ る （ 図 ７ ）
。 ま た ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ は そ の 中 央 部 か ら 上 下 方 向 に 二 つ 割 り （ 二 分 ） さ れ て お り 、 上 側
を 上 固 定 部 ８ ａ と し 、 下 側 を 下 固 定 部 ８ ｂ と し て い る 。 上 固 定 部 ８ ａ は 、 下 固 定 部 ８ ｂ に
対 し て 結 合 手 段 を 介 し て 分 離 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
　 結 合 手 段 に つ い て 説 明 す る と 、 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 固 定 部 ８ ａ 及 び 下 固 定 部 ８
ｂ の 一 方 （ 図 ４ 左 方 ） の 側 部 か ら 第 １ の 連 結 部 ８ ａ １ と 第 １ の 連 結 部 ８ ｂ １ と が 突 出 さ れ
、 こ れ ら の 連 結 部 の 上 下 の 対 向 面 が 隙 間 な く 接 触 さ れ て い る 。 第 １ の 連 結 部 ８ ａ １ と 第 １
の 連 結 部 ８ ｂ １ は 第 １ の 連 結 ボ ル ト １ ０ に よ っ て 緊 結 状 態 に 連 結 さ れ て お り 、 こ の た め に
上 固 定 部 ８ ａ 及 び 下 固 定 部 ８ ｂ の 一 側 部 が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 上 固 定 部 ８ ａ 及 び 下 固 定
部 ８ ｂ の 他 方 （ 図 ４ 右 方 ） の 側 部 に も 第 ２ の 連 結 部 ８ ａ ２ と 第 ２ の 連 結 部 ８ ｂ ２ が 突 出 さ
れ て お り 、 こ れ ら の 連 結 部 の 上 下 の 対 向 面 が 隙 間 を 開 け て 対 向 さ れ て い る 。 第 ２ の 連 結 部
８ ａ ２ と 第 ２ の 連 結 部 ８ ｂ ２ は 第 ２ の 連 結 ボ ル ト １ １ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ の 連
結 ボ ル ト １ １ の 締 付 操 作 に よ っ て 、 第 １ の 連 結 部 ８ ａ １ ， ８ ｂ １ を 中 心 と し て 上 固 定 部 ８
ａ と 下 固 定 部 ８ ｂ と の 間 を 広 げ た り 狭 め た り し て 、 挿 入 孔 ７ ａ の 内 径 を 調 整 す る こ と が で
き る 。
　 ま た ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 挿 入 孔 ７ ａ の 上 半 分 を 開 放 す る に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 両 方 の 連
結 ボ ル ト １ ０ ， １ １ の 締 付 を 緩 め て 、 第 １ の 連 結 部 ８ ａ １ を 第 １ の 連 結 部 ８ ｂ １ か ら 外 し
て 、 第 ２ の 連 結 部 ８ ａ ２ を 第 ２ の 連 結 部 ８ ｂ ２ か ら 外 し て 、 図 ４ 鎖 線 に 示 す よ う に 上 固 定
部 ８ ａ を 持 ち 上 げ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ 及 び 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ に つ い て 、 図 １ ～ 図 ３ 及 び 図 ７ を 参 照
し て 説 明 す る 。
　 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 挿 入 部 ２ ａ を 設 け て あ る 。 挿 入 部 ２ ａ の 両
側 に は 内 方 に 向 け て 下 が り 勾 配 と な っ て い る 勾 配 部 ２ ｂ １ ， ２ ｂ ２ を 設 け て あ る 。 ま た ロ
ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ に は 挿 入 部 ２ ａ と 一 側 （ 図 ７ 左 側 ） で 隣 接 す る フ ラ ン ジ ２ ｃ を 形 成 し て
あ り 、 こ の フ ラ ン ジ を 挟 ん で 挿 入 部 ２ ａ と は 反 対 側 （ 図 ７ 左 側 ） に 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー
３ を 設 け て あ る 。 ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 支 持 軸 １ ２ に 設 け
て あ る 偏 心 軸 １ ２ ａ を 回 転 中 心 と し て ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 偏 心 軸
１ ２ ａ は 、 そ の 上 部 に 支 持 軸 １ ２ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 支 持 軸 １ ２ は ロ ー ラ ー ホ ル
ダ ー ２ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て お り 、 面 間 調 整 機 構 ４ と 連 動 関 係 に あ る 。
　 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 外 側 （ 図 ７ 右 側 ） の 外 周 部 に は 調 整 板 １ ３ を 一 体 に
設 け て あ り 、 上 側 が 扇 形 に 形 成 さ れ て い る 。 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の 他 側 部 に は ガ イ ド ス リ
ー ブ １ ４ を 挿 入 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 ガ イ ド ボ ッ ク ス １ と ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ と の 関 係 つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の 挿 入 部 ２ ａ は ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 挿 入
孔 ７ ａ 内 に 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ て い る 。 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の フ ラ ン ジ ２ ｃ と 調 整 板 １ ３
と は ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ を そ の 両 側 か ら 挟 む よ う に 位 置 さ れ て い る 。
　 挿 入 部 ２ ａ は ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 挿 入 孔 ７ ａ 内 に 挿 入 さ れ て い る 状 態 で 、 勾 配 部 ２ ｂ １
， ２ ｂ ２ は 挿 入 孔 ７ ａ の 勾 配 部 ７ ｂ １ ， ７ ｂ ２ に そ れ ぞ れ 互 い に 当 接 さ れ て い る （ 図 ７ ）
。 そ し て 挿 入 部 ２ ａ は 、 挿 入 孔 ７ ａ 内 に お い て 、 ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 両 側 の 第 １ 及 び 第 ２
の 連 結 ボ ル ト １ ０ ， １ １ の 締 付 に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。
　 第 ２ の 連 結 ボ ル ト １ １ の ボ ル ト 操 作 に よ っ て 、 上 固 定 部 ８ ａ は 下 固 定 部 ８ ｂ に 対 し て 第
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２ の 連 結 部 ８ ａ ２ と 第 ２ の 連 結 部 ８ ｂ ２ と の 間 隔 が 調 整 さ れ 、 ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 挿 入 孔
７ ａ 内 に 挿 入 さ れ て い る ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の 挿 入 部 ２ ａ に 対 す る ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ に よ
る 固 定 が 調 整 さ れ る 。 固 定 時 に は 、 挿 入 孔 ７ ａ 内 周 の 勾 配 部 ７ ｂ １ ， ７ ｂ ２ は 挿 入 部 ２ ａ
の 勾 配 部 ２ ｂ １ ， ２ ｂ ２ に 対 し て 負 荷 を 与 え る た め に 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ は ホ ル ダ ー 固
定 部 ７ へ の 固 定 が 強 化 さ れ 、 ガ タ 付 き の な い 状 態 で 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 面 間 調 整 機 構 ４ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に ギ ヤ １ ５ 、 ぺ デ ス タ ル １ ６ 及 び セ ン タ ー ピ
ニ オ ン １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 備 え て い る 。
　 各 ギ ヤ １ ５ は 各 支 持 軸 １ ２ に 一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の 外 面 よ り
側 方 に 露 出 さ れ て い る 。 ぺ デ ス タ ル １ ６ は ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ 上 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
ぺ デ ス タ ル １ ６ に は 互 い に 逆 ね じ 関 係 に あ る セ ン タ ー ピ ニ オ ン １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 回 転 自 在
に 取 り 付 け ら れ て お り 、 各 セ ン タ ー ピ ニ オ ン が ギ ヤ １ ５ に そ れ ぞ れ 噛 み 合 っ て い る 。
　 セ ン タ ー ピ ニ オ ン １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ギ ヤ １ ５ の 回 転 に 伴 っ て 支
持 軸 １ ２ を 介 し て 偏 心 軸 １ ２ ａ は 回 転 し 、 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ の 面 間 距 離 が 調 整 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 捻 転 角 調 整 機 構 ５ に つ い て 図 １ 、 図 ４ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 捻 転 角 調 整 機 構 ５ は 、 調 整 板 １ ３ 、 ギ ヤ １ ８ 及 び ツ イ ス ト ピ ニ オ ン １ ９ を 備 え て い る 。
　 調 整 板 １ ３ は 上 述 し た よ う に ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の 図 １ 右 側 外 周 に 設 け て あ り 、 ホ ル ダ
ー 固 定 部 ７ の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ギ ヤ １ ８ は 調 整 板 １ ３ の 上 部 外 周 に 形 成 さ れ て い る
雄 ね じ か ら な る 。 ツ イ ス ト ピ ニ オ ン １ ９ は 、 ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 上 部 に 取 り 付 け て あ る 軸
受 け ２ ０ に 軸 受 け さ れ て い る 操 作 軸 ２ １ に 保 持 さ れ て い る 。 ツ イ ス ト ピ ニ オ ン １ ９ は ギ ヤ
１ ８ に 噛 み 合 っ て い る 。
　 操 作 軸 ２ １ を 操 作 し て ツ イ ス ト ピ ニ オ ン １ ９ を 所 定 角 度 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ツ イ ス
ト ピ ニ オ ン に 噛 み 合 っ て い る ギ ヤ １ ８ を 介 し て 調 整 板 １ ３ と 一 体 と な っ て ロ ー ラ ー ホ ル ダ
ー ２ が 所 定 角 度 回 転 可 能 と な り 、 同 時 に ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ の 軸 心 方 向 が 傾 斜 可 能 と な る
。 こ の 結 果 、 ツ イ ス ト ピ ニ オ ン １ ９ の 回 転 操 作 を 通 じ て 捻 転 角 の 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 ガ イ ド 受 け 部 ９ に は ツ イ ス ト ガ イ ド ２ ３ が 挿 入 さ れ 、 押 し ボ ル ト ２ ２ に
よ っ て こ の ガ イ ド 受 け 部 に 固 定 さ れ て い る 。 ツ イ ス ト ガ イ ド ２ ３ の 一 端 部 （ 図 １ の 右 端 部
） は 圧 延 ロ ー ル （ 図 示 せ ず 。 ） の 出 口 に 近 接 し て 対 向 し 、 他 端 部 は ガ イ ド 受 け 部 の 側 面 か
ら 突 出 さ れ 、 ガ イ ド ス リ ー ブ １ ４ に 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 図 示 す る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 予 め 、 上 固 定 部 ８ ａ を 下 固 定 部 ８ ｂ の 上 方 へ 切 り 離 し て 、 挿 入 孔 ７ ａ の 上 側 を 開 放 し て
お き 、 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ を 有 す る ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ の 挿 入 部 ２ ａ を 上 記 挿 入 孔 に
セ ッ ト し 、 そ の 後 上 固 定 部 ８ ａ を 下 固 定 部 ８ ｂ 上 に 被 せ て 第 １ 及 び 第 ２ の 連 結 ボ ル ト １ ０
， １ １ に よ っ て 上 固 定 部 と 下 固 定 部 と の 間 を 連 結 し 、 挿 入 部 を 挿 入 孔 内 に 回 転 可 能 に 保 持
す る 。
　 保 持 す る 際 、 第 ２ の 連 結 ボ ル ト １ １ の ボ ル ト 操 作 に よ っ て 、 上 固 定 部 ８ ａ は 下 固 定 部 ８
ｂ に 対 し て 第 ２ の 連 結 部 ８ ａ ２ と 第 ２ の 連 結 部 ８ ｂ ２ と の 間 隔 を 調 整 し 、 挿 入 孔 ７ ａ の 内
径 を 調 整 し て 、 こ の 挿 入 孔 内 に 挿 入 さ れ て い る 挿 入 部 ２ ａ に 対 す る ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ に よ
る 保 持 力 を 調 整 す る 。
　 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ を ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ に 納 め て か ら 、 面 間 調 整 機 構 ４ を 用 い て 対 の ツ
イ ス ト ロ ー ラ ー ３ の 面 間 を 調 整 す る 。 す な わ ち 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 方 の セ ン タ ー ピ ニ
オ ン １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 回 転 操 作 し 、 ギ ヤ １ ５ の 回 転 を 通 じ て 支 持 軸 １ ２ 及 び 偏 心 軸 １ ２ ａ
を 介 し て 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ の 面 間 距 離 を 調 整 し て 最 適 な 面 間 距 離 に 設 定 す る 。
　 ま た 圧 延 ロ ー ル か ら 進 行 し て く る 圧 延 材 Ｓ （ 図 ２ ） の 捻 れ の 程 度 を 確 認 し て 、 捻 れ 防 止
の た め に 、 捻 転 角 調 整 機 構 ５ を 用 い て 捻 転 角 を 調 整 す る 。
　 捻 転 角 調 整 機 構 ５ に よ る 捻 転 角 の 調 整 は 、 ツ イ ス ト ピ ニ オ ン １ ９ を 所 定 角 度 回 転 さ せ て
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、 ギ ヤ １ ８ 及 び 調 整 板 １ ３ を 介 し て ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー ２ を 所 定 角 度 回 転 さ せ 、 ツ イ ス ト ロ
ー ラ ー ３ の 軸 心 を 中 心 と し て 傾 斜 さ せ る こ と に よ り 行 う 。
　 面 間 及 び 捻 転 角 調 整 作 業 を 終 え た 後 、 圧 延 ロ ー ル か ら 圧 延 さ れ た 圧 延 材 Ｓ を 図 １ 左 方 向
に 誘 導 案 内 す る 。
　 誘 導 案 内 の 段 階 に お い て 、 圧 延 材 Ｓ は ツ イ ス ト ガ イ ド ２ ３ 及 び ガ イ ド ス リ ー ブ １ ４ を 経
て 図 １ 左 方 に 進 行 さ れ る が 、 捻 転 角 調 整 さ れ て い る 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ に よ っ て 抱 合
さ れ な が ら 案 内 さ れ る 。
　 対 の ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ３ の 交 換 や 整 備 時 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 連 結 ボ ル ト １ ０ ， １ １ の
締 付 を 解 除 し て 、 図 ４ 鎖 線 に 示 す よ う に ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 上 固 定 部 ８ ａ を 下 固 定 部 ８ ｂ
か ら 切 り 離 し て 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 示 す る ロ ー ラ ー ガ イ ド に よ れ ば 、 ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ を 半 割 り に し て 上 固 定 部 ８ ａ を 下
固 定 部 ８ ｂ か ら 離 れ る 動 作 （ 切 り 離 す 操 作 ） を 通 じ て 、 挿 入 孔 ７ ａ の 上 側 を 開 放 可 能 と し
て い る こ と か ら 、 異 物 （ ス ケ ー ル な ど ） の 混 入 や 錆 付 き に よ る ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー の 取 り 外
し が 容 易 で な い 又 は 不 能 と な る 問 題 は 解 消 さ れ る 。 そ し て 挿 入 部 ２ ａ は ホ ル ダ ー 固 定 部 ７
の 挿 入 孔 ７ ａ 内 に 挿 入 さ れ 保 持 さ れ て い る 状 態 で 、 勾 配 部 ２ ｂ １ ， ２ ｂ ２ は 挿 入 孔 ７ ａ の
勾 配 部 ７ ｂ １ ， ７ ｂ ２ に そ れ ぞ れ 互 い に 当 接 さ れ て い る の で 、 ガ タ の な い 状 態 が 維 持 さ れ
、 ガ タ 付 き に 伴 う 磨 耗 が な く な り 、 耐 久 性 、 メ ン テ ナ ン ス 性 及 び 捻 転 精 度 の 向 上 を 図 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に ホ ル ダ ー 固 定 部 ７ の 上 固 定 部 ８ ａ を 下 固 定 部 ８ ｂ か ら 切 り 離 す 構 成 と
し た が 、 片 側 に ヒ ン ジ な ど か ら な る 支 点 部 を 設 け 、 こ の 支 点 部 を 中 心 と し て 上 固 定 部 ８ ａ
を 回 転 可 能 と し て 、 挿 入 孔 ７ ａ の 上 側 を 開 放 す る よ う に し て も 良 い 。
　 面 間 調 整 機 構 ４ に よ る 調 整 は パ ス ラ イ ン を 中 心 と し て 中 心 振 り 分 け に よ る も の で あ っ た
が 、 こ の 種 の 中 心 振 り 分 け 機 構 に 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド に お け る ガ イ ド ボ ッ ク ス の ホ ル ダ ー 固 定
部 を 示 す 一 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド に お け る ホ ル ダ ー 固 定 部 の 上 固 定 部 を 示
す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド に お け る ホ ル ダ ー 固 定 部 の 上 固 定 部 を 示
す 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ス ト ロ ー ラ ー ガ イ ド に お け る ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー 及 び ツ イ ス ト
ロ ー ラ ー を 示 す 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ガ イ ド ボ ッ ク ス
　 ２ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挿 入 部
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ー ラ ー ホ ル ダ ー
　 ２ ｂ １ ， ２ ｂ ２ 　 　 　 　 　 勾 配 部
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ イ ス ト ロ ー ラ ー
　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 面 間 調 整 機 構
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 捻 転 角 調 整 機 構
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ホ ル ダ ー 固 定 部
　 ７ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挿 入 孔
　 ７ ｂ １ ， ７ ｂ ２ 　 　 　 　 　 勾 配 部
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　 ８ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上 固 定 部
　 ８ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下 固 定 部
　 ８ ａ １ ， ８ ｂ １ 　 　 　 　 　 第 １ の 連 結 部 （ 結 合 手 段 ）
　 ８ ａ ２ ， ８ ｂ ２ 　 　 　 　 　 第 ２ の 連 結 部 （ 結 合 手 段 ）
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 １ の 連 結 ボ ル ト
　 １ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 連 結 ボ ル ト
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 持 軸
　 １ ２ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 偏 心 軸
　 １ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 調 整 板
　 １ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ギ ヤ
　 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ 　 　 　 　 　 セ ン タ ー ピ ニ オ ン
　 １ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ギ ヤ
　 １ ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ イ ス ト ピ ニ オ ン
　 Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圧 延 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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